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花粉とエイリアン

春だ。花粉症の季節だ。私自身、あまりヒドい方でな

いのだが、この時期は確実に目がカユくなる。発症した

のは数年前なので、それ以前は「春は海外に逃亡した

い！」という気持ちがわからなかった。「花粉症とかいっ

て、クシャミしてる人が多いけれど、ホントはほかの病気

なんじゃないの？」くらいに考えていたのだ。あまりシリ

アスになれなかった理由は、「花粉」が病原菌のような

モノと比べて日常的なことと、「目に見えない」モノであ

ることだと思う。パソコンやゲームが、ある年齢以上の

層に好印象を持たれないのも、単に知らないだけでは

なく「目に見えないモノ＝情報」を扱っているからではな

いだろうか。

逆に普段は見えないモノが可視化されるのは、それ

だけでおもしろい。インターネット関連で例に挙げれば

ば、『ネオトレース』というソフトがある 。自分が使

っているマシンから、あるサーバー、IPアドレスまでの

経路を、所要時間と順番だけではなく、地図上にグラ

フィカルに表示してくれるソフトだ。たとえば、トンガのサ

イト「kalianet.to」をトレースすると、東京からいったん

オーストラリアを経由して、アメリカのワシントンD.C.にた

どり着く。おそらく米国のレンタルサーバーを使ってい

るのだろう。

そんな「見えないモノを見えるように」という要素を、

かわいくてファンキーな遊びにしてしまったゲームが登

場した。ゲームボーイカラー用の『ちっちゃいエイリアン』

（クリーチャーズ） だ。ゲームボーイカラーの「赤

外線通信機能」を活用し、「光の中にいる、ちっちゃい

エイリアンを捕まえ、その体に付着したススをはらって、

本来は宇宙に満ちているべきその物質を、ロケットに詰

め込んで宇宙に返してあげる」というものだ。エイリア

ンは蛍光灯の光の中にいることが多く、テレビやビデオ

のリモコン、意外なところでは冷蔵庫の中にもいるとい

う。そう言われると、自分の身の回りが急にゲーム空間

とつながった妙な場所に思えてくるから不思議だ。と

いっても、SF度の高い壮大な物語などではない。いい

意味でB級な、テレビゲーム本来の楽しみに満ちた、し

かし確実に新しい遊びなのだ。エイリアンにエネルギ
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ーを与えるためにプレイする「玉が減らないパチンコ」や

「RPGの戦闘のヌルいの」など、どこかで見たことがあ

るモノのミニゲーム化が、プレイヤーの想像力を超えた

演出で散りばめられている。映画で言えば、筆者最近

の超イチオシ『ギャラクシークエスト』のような「B級に見

られてしまいがちなA級エンターテインメント」なのだと

思う。

作者は、田中宏和さん 。世間的には『ポケモ

ン』の音楽作家として知られているが、実は、ファミコン

黎明期の約20年前からゲーム開発に携わり、ゲームボ

ーイの「ポケットカメラ」（任天堂）などを手がけた、天才

型マルチクリエイターだ。彼が『ちっちゃいエイリアン』

を発想したきっかけは、実は「通信」にあったという。コ

ンピュータが壊れてしまうような危機的な状況であって

も、電話があれば「ピポパ」音だけでエイリアンとコミュ

ニケーションできるかもしれない。ポケベルが女子高生

に盛んに使われていたころ、ある時間に入ってくるメッ

セージは、読む前にだいたい発信者がわかってしまう。

深夜に誰かが自宅のドアをたたいて「電報です！」と叫

べば、それは緊急な用件のはずだ……etc.。小さいデ

ータサイズで、いかに他人（エイリアン）とコミュニケーシ

ョンするのか、というきわめてインターネット的なテーマ

が、このゲームには隠されている。
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ますやま・ひろし：メディア環境研究者・プロデュー
サー。プレステの『エンエン・エンジェル』が発売。シ
ンプルでかわいいパズルアクションゲームです 。
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『ちっちゃいエイリアン』のイメージイラスト。
未発表の「ジジババ」バージョン！
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